
　　　本町には天草・島原の乱後、島の民生安定、産業復興に身をささげた代官鈴木重成公をまつる鈴　　木神社、名刹東向寺、苓北町富岡を眼下に見下ろす眺望絶景の矢筈岳などあり、観光資源も豊富で　　ある。本町の町民性は、純朴で誠実、勤勉、温厚な性格であり学校教育に対する協力、支援態勢に　　は熱意が感じられる。

地　区 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
枦の原 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 3 2
下河内 0 1 3 1 4 0 2 2 2 4 2 1 13 9 22 18
新　休 1 4 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 6 11 17 12
寺　領 2 0 1 0 3 0 2 0 3 1 0 0 11 1 12 7
福　岡 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 3 2
平　床 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 2 1

鶴 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 3 2 5 3
宇　土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
八久保 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 3 7 8 2 9 2 7 5 7 7 4 3 38 26 64 45
総　計
Ｐ会員

合　計 Ｐ会員

10 10 11 12 64

５年 ６年１年

4 5 5 10 45

　⑸ 町の特性

　⑹ 地区別・学年別児童数（令和５年５月１日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本町には天草・島原の乱後、島の民生安定、産業復興に身をささげた代官鈴木重成公を
まつる鈴木神社、名刹東向寺、苓北町富岡を眼下に見下ろす眺望絶景の矢筈岳などあり、
観光資源も豊富である。本町の町民性は、純朴で誠実、勤勉、温厚な性格であり学校教育
に対する協力、支援態勢には熱意が感じられる。

校区の概要

　⑴ 地区の位置
　本町は旧本渡市の西北部に位置し、東西８．７キロメ－トル、南北３キロメ－トルで、
三方を山に囲まれた農村地帯である。通路も本渡－下田線、本渡－鶴線が中央を縦断し、
小学校下で二方向（下田・苓北）にわかれている。昭和５４年３月下島北部地区広域農道
が完成し主要幹線道路としての役割は大きい。

　⑺ 児童数の推移　　

　　
　⑵ 町の面積

　旧本渡市総面積の１６％にあたる２３．５７平方キロメ－トルで旧本渡町に次いで第２
位の広さである。

　⑶ 町の人口
　世帯数８１８戸  　人口１，５７０人（男７７３人、女７９７人）R5 4月1日現在

　⑷ 町の主な産業

14 7
14 7

２年 ３年 ４年 計

　町全体として農業が盛んであるが、１戸平均の耕作面積は約８０アールと零細である。
その中でも兼業農家が大多数をしめ、その兼業農家の若夫婦は共稼ぎとしてほとんどが本
渡町を中心に勤めに出ているため、農業に従事する人の高齢化が進んでいるのが現状であ
る。主な生産物は、米・野菜・柑橘類・葉たばこ・花卉等である。
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